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落札者決定基準 

    

大阪公立大学図書館業務委託（長期継続）総合評価一般競争入札 

 

 

本委託業務に最適な事業者を公平かつ客観的に選定するため、次に掲げる方法により、提案内

容及び価格の２つの観点で評価する。 

 

1. 審査機関 

（１）本業務委託における提案内容等の審査は、大阪公立大学図書館業務委託提案審査委員

会（以下「審査委員会」という。）において行う。 

（２）審査委員会は、本業務の入札説明書で求める提案書が、仕様書に記載している要件を

満たしているかの判断及び下記 2～5 に基づき付与する点数の判断について審査する。 

 

2. 落札者決定基準 

（１） 落札者の決定方法 

ア 次の各要件に該当する入札者のうち、3 に定める評価方法により算出された提案

点と価格点の合計点が、最も高い者を落札者とする。 

（a） 価格点の基となる入札書記載金額が、予定価格の範囲内であること。 

（b） 提案点が 100点以上であること。 

イ 最高得点者が 2者以上あるときは、提案点が高い者を落札者とする。 なお、提案

点、価格点とも同点の場合は入札書記載金額の低い者を落札者として決定する。

提案点、価格点とも同点で入札書記載金額が同額の場合は、大阪公立大学図書館

業務委託（長期継続）総合評価一般競争入札（郵便方式）入札心得に基づき、くじ

にて落札者を決定する。 

（２） 提案点および価格点の配分 

点数は４00 点満点とし、得点配分については、提案点を 200 点、価格点を２00

点とする。 

 なお提案点の点数内訳は以下のとおり。 

評価項目 配点 

1. 図書館業務受託実績  20 

2.  本学図書館業務実施についての基本的な考え方 20 

3.  業務運営体制・配置計画 40 

4.  業務従事スタッフへの研修の実施 20 

5.  持続的な人員確保のための方策 20 

6.  閲覧サービスの充実、向上  20 

7.  図書（冊子体）整理業務実施体制 20 

8.  大学統合に伴う業務フローの変更、システム統合等への対応 40 

計 200 

 

3. 提案書の評価方法、ならびに価格点の算出方法 

提案書の評価方法、ならびに価格点の算出については、次のとおり行うこととする。 

（１） 評価基準については、4のとおりとする。 

（２） 各提案について、評価基準に記載している要求要件を満たしているかを判断し、具体

的かつ評価できる場合については、その提案に応じ提案点を付与する。 

（３） 仕様書及び評価基準に記載されていない提案については、本業務の必要度及び重要度

に照らし、必要の範囲を超えているものについては評価の対象としない。 

（４） 各提案者の提案点については、審査委員会において決定する。 

（５） 入札書記載金額が予定価格の範囲内であるものを対象に、下記の方法により価格点を

算出する。 



 

    「価格点＝２0０×（１－入札書記載金額／予定価格）」 

    「入札書記載金額／予定価格」の計算にあたっては、小数点以下第３位で四捨五入

するものとする。価格点が小数点を含む場合、小数点以下第１位で四捨五入するもの

とする。 

   なお、入札書記載金額が予定価格を上回っているときは失格とし、提案書の評価は行

わない。 

      

4. 評価基準 

   提案書の評価項目及び評価基準は以下のとおりとする。 

（１） 図書館業務受託実績 

大学図書館業務の実績を有しているかについて評価する。 

      ア 過去の図書館業務における業務内容等について、具体的に記述されている。 

      イ 最近 3年間の大学図書館業務に関する具体的な実績が記述されている。 

（２） 本学図書館業務実施についての基本的な考え方 

本学図書館業務を実施するにあたっての抱負や基本方策について評価する。 

        ア 本学が提供する資料や公開されている情報などをもとに、本学の教育研究内容

や図書館業務の現状を理解した内容の提案である。 

イ 大学図書館業務実施にあたってのコンセプトやコンプライアンスの保持体制な

どが具体的に明記されている。 

（３） 業務運営体制・配置計画 

提案書に記載されている要員、体制が、委託業務を迅速かつ的確に行うことができる

内容となっているかについて評価する。 

        ア 仕様書に記載した業務を遂行できるスキルや経験を有する要員を適切に配置す

る体制が記述されている。 

イ 本委託業務の運営における組織としてのバックアップ体制について、具体的か

つ明確に記述されている。 

（４） 業務従事スタッフへの研修の実施 

本委託業務に従事するスタッフへの研修実施体制について評価する。  

        ア 本委託業務に必要な事前研修の実施について、具体的かつ明確に記述されてい

る。 

イ 本委託業務に従事するスタッフのスキルアップのための研修計画が、具体的か

つ明確に記述されている。 

（５） 持続的な人員確保のための方策 

本委託業務を安定的に遂行するため、スキルを要する人員を持続的に確保する方策に

ついて評価する。 

        ア スキルを要する人員確保についての実績や事例が、具体的かつ明確に記述され

ている。 

イ スキルを要する人員確保についての、組織としての今後の方針が、具体的かつ

明確に記述されている。 

（６） 閲覧サービスの充実、向上 

 閲覧サービスの充実、向上について評価する。 

        ア 本学の教育研究内容や図書館体制に応じた図書館窓口での教育研究支援サービ

スの向上などについて具体的な提案が記述されている。 

イ 外国人留学生、障がいをもつ利用者、府民、市民利用者など多様な利用者への

対応などサービスの向上等について具体的に記述されている。 

（７） 図書（冊子体）整理業務実施体制 

図書（冊子体）整理業務の実施体制について評価する。 

        ア 本学が提供する資料や公開されている情報などをもとに本学の図書（冊子体）

の整理業務の現状を理解した業務体制が記述されている。 

イ 本学の図書（冊子体）整理業務の効率化に有益な提案が具体的に記述されてい

る。特に図書館システムとのスムーズな連携、図書館システム統合後の業務体



 

制に留意されている。 

（８） 大学統合に伴う業務フローの変更、システム統合への対応 

大学統合に伴う図書館業務の現状を理解した上で、業務変更図書館システム対応など

についての対応姿勢を評価する。 

      ア 図書館システム統合に伴う業務変更への対応について、具体的に記述されてい

る。 

      イ 大学統合に伴う業務フローの変更への対応について、具体的に記述されている。 

 

5. 提案点の考え方 

評価項目単位の採点は、０～5点までの 6段階評価とする。 

非常に優れている・・・・・・・５点 

やや優れている・・・・・・・・４点 

優れている・・・・・・・・・・３点 

理解できる・・・・・・・・・・２点 

低いレベルである・・・・・・・１点 

非常に低いレベルである・・・・０点 

 （記載がない場合を含む） 

      評価項目の重要度に応じて、2～4倍の重み付けを行う。 


